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今月は 

吉村です 

 
 

                
4月になりましたが、まだまだ春！！とはいきませんね。 

              何時、衣替えをしていいのか、イマイチよく分からず、 
毎年、中途半端な衣替えになります。 
早くポカポカ気持ちいい天気になってほしいです。    
 
そして、4月といえば、出会いと桜の季節です。 
学生は、入学式や進級等で新しい友達が増えますね。   
私たちは、4月といえば、狂犬病の集団注射の時期です。 
毎年、狂犬病の集団注射で、七山にあたると、空いた時間に 
プチ花見気分で桜を眺めています。 

   
 

先月、東日本を襲った東日本大震災。今回の地震や津波の影響は測り知れません。 
被災された方には、心からお見舞い申し上げますとともに、亡くなられた方には、 
心よりお悔やみ申し上げます。 
そして、今もまだ、たくさんの方々が大変な思いをされている現状だと思います。 
私達に出来る事は、少ししかないかもしれませんが、その少しずつが集まれば、 
たくさんの助けになるはずです。皆が助け合い、一日でも早い復興が出来るよう長期的に 
協力していくことが大切です。 
 そして、私達が住んでいる唐津・玄海地区も、同じように、原発もあれば、海沿いにある 
町です。6年前には福岡沖でも地震がありました。唐津地区では大きな被害がでなかったに 
しても、それなりの準備は必要です。 
  

 そこで、今月は災害に備えての事前準備についてです。 

災害が起きた時、まず優先されるのは人命です。救援物資もやはり、人間用からです。 
動物が全く救援救護されない訳ではありませんが、優先されるのは人命救助です。 
  被災地での動物は、飼い主と一緒にいて助かった子もいれば、飼い主を探したり、 
飼い主が戻ってきてくれると信じて待っている子もいます。そして、飼い主とはぐれ、 
野生化している子もででくるそうです。 
また、すべての避難所がペット同伴可能というわけではありません。 
避難所には、たくさんの方々が避難に来られます。すべての人が動物好きではなく、 
動物が怖い、苦手という方もいます。そういった方も一緒に避難するということを、 
ペットを飼っている私たちは知っておかなければいけません。 

 
では、裏のページには、大事なペットを難民動物にさせないためにも、 
私達が準備しておいたほうがいいものの例をあげておきます。 

 



 
  人間用と一緒に、ペット用の防災セットとして、事前に準備をしておくものとして・・・ 
・ 動物の大きさに合わせたケ－ジ・キャリーバック、リード・胴輪 
もし、ケ－ジ・キャリーバックから出す時は、きちんとリードを付けましょう。 
目隠しや興奮して落ち着かせるために、ケージやキャリーバックを覆えるくらいの 
大きさの布もあるといいかもしれません。一緒に普段使っているおもちゃなどが 
あると、臭いを嗅ぐことで落ち着きやすいので、すぐに持ち出せる場所に置いて 
おくといいかもしれません。 
・ 一週間分位の水とフード 
ペットの救援物資は、人間用の次になるので、長期間保存出来るドライフードか 
缶詰を少し多めに準備をしておいたほうがいいかもしれません。 
予備の食器も一緒に用意しておきましょう。 
・ ペットシーツ・介護用品（使っているなら） 
オムツなども、人の生理用品と同じで、使い方が多々あるので、一緒に準備しておいても 
いいかもしれません。そして、きちんと排泄物の処理をするのも飼い主のマナーです。 
・ 常備薬 
災害時は、人間用でさえ、不足します。処方状況にもよると思いますので、 
いつでもすぐに取れるところに保管しておく。 
・ ペットの写真 
はぐれた時に、探しやすいように。なるべく何枚か、特徴が分かりやすい写真。 
飼い主と一緒でも、人間用、動物用にもいいかなと思います。 
・ 証明書 
 避難時は、誰もが神経質になりやすいので、避難している人たちに余計な心配を 
かけないでいられるようにすぐに取り出せる場所に保管しておきましょう。 
 
他にも犬だと、はぐれた時のために、狂犬病予防注射の鑑札を首輪に付け、 
連絡先を記入する。小型犬で鑑札を付けるのが難しいのであれば、直接首輪に連絡先を 
書くなどする。 
 もし、ペットが行方不明になった時、行方不明の犬や猫を見つけた時は、 
まずは、地方自治体、保健所に連絡をして下さい。 
そして、しつけも重要です。しつけがなっていないと、周りの人にも、犬自身にも、 

  ストレスになり、避難所生活が困難になってしまいます。礼儀と清潔さを保っていれば 
  避難先でもみんなに可愛がってもらえるはずです。 

      
   さて！冒頭でも、4月は出会いの季節と言いました。そうです！古川動物病院も出会いの 
  季節なんです。なんと今回、獣医の先生 2名と看護士が 1名新に仲間に加わりました。 
  獣医師は、藤原彬先生と平田桃子先生の男女 1名ずつ。 
  看護士は、池田みな子さんです。 
  詳しいプロフィールは、モニターで流れるスタッフ紹介の欄で流れますので、 
チェックしておいて下さい。 
そして、4月からは、狂犬病注射や、フィラリア予防のための検査などで、待合室が 

  混雑したり、待ち時間が長くなると予測されます。わんちゃんが増え、ねこちゃんには 
  少し居心地が悪くなるかもしれませんが、皆様ご理解、ご協力の程よろしくお願いします。 




